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別表第１－４－１－① 
工事成績評定運用表（通信設備工事） 

 
○出来形（通信設備・監督職員用） 
 考査項目 細 目 A B C  

 １．完成の 
 状況 

 ①出来形  出来形管理が適切である。  出来形管理がほぼ適切である。  出来形管理が不備である。 

［評価対象項目］ 
□ 設計図書に基づく出来形が確認できる。（出来形管理図または出来形管理表を適切にまとめている等） 
□ 出来形測定において、不可視部分の出来形が写真で的確に確認できる。 
□ 自社の管理基準を設定し、適切に管理している。 
□ 機器等の測定(試験)結果が、その都度管理図表などに記録され、適切に管理していることが確認できる。

□ 写真管理基準の管理項目を満足している。 
□ 設備全般にわたり、形状、寸法の実測値が許容範囲内であることが確認できる。 
□ 設備の据付、固定方法が、設計図書又は承諾図書のとおり施工していることが確認できる。 
□ 配管及び配線が設計図書又は承諾図書通り敷設していることが確認できる。 
□ 行先などを表示した名札が、ケーブルなどに分かり易く堅固に取り付けている。 
□ 配管及び配線の支持間隔や絶縁抵抗等について、設計図書の仕様を満足していることが確認できる。 
□ その他（                         ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  対象項目数  

評 価 数  
 

評価値        （   ）評価数合計 ／ （   ）対象項目数合計＝       ％ 
 

細目評価点  （ ・８０点A ・６５点B ・５０点C ） 

   ※ 当該「評価対象項目」の内、対象項目外は削除する。 
   ※ 削除後の対象項目数が２項目以下の場合はB評価とする。 
  ※ 該当項目が８０％以上確認できる場合・・・・・・・・・・・・（８０点）A 
  ※ 該当項目が６０％以上～８０％確認できる場合・・・・・・・・（６５点）B 
   ※ 該当項目が６０％未満確認できる場合・・・・・・・・・・・・（５０点）C 
   ※ 検査職員より文書にて改善指示を行った場合・・・・・・・・・（５０点）C評価とする。 
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別表第１－４－１－② 
工事成績評定運用表（通信設備工事） 

 
○出来ばえ（通信設備・監督職員用） 
 考査項目 細 目      評 価 対 象 項 目     

 １．完成の 
  状況 

 ②出来ばえ □ 主設備、関連設備等にきめ細かな施工がされている。 
□ 公共物として、安全性の確保、環境及び維持管理等への配慮がなされている。 
□ 動作状態において、電気的及び機械的な異常が無く、総合的な機能や運用性が良い。 
□ 当該設備及び関連設備が全体的に協調及び統制され、総合的な性能向上への配慮がなされている。 
□ 操作、保守点検等の容易さを確保するための配慮がなされている。 
□ 全体的な美観が良い。 
□ その他（                         ） 

  
対象項目数  
評 価 数  

 
評価値        （   ）評価数合計 ／ （   ）対象項目数合計＝       ％ 

 
細目評価点  （ ・８０点A ・６５点B ・５０点C ） 

   ※ 当該「評価対象事項」の内、対象項目外は削除する。 
   ※ 削除後の評価対象項目数が２項目以下の場合はB評価とする。 
  ※ 該当項目が８０％以上確認できる場合・・・・・・・・・・・・（８０点）A 
  ※ 該当項目が６０％以上～８０％確認できる場合・・・・・・・・（６５点）B 
   ※ 該当項目が６０％未満確認できる場合・・・・・・・・・・・・（５０点）C 
   ※ 検査職員より文書にて改善指示を行った場合・・・・・・・・・（５０点）C評価とする。 
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別表第１－４－１－③ 
工事成績評定運用表（通信設備工事） 

 
○品 質（通信設備・監督職員用） 
 考査項目 細 目      評 価 対 象 項 目     

 １．完成の 
  状況 

 ③品 質 □ 設計図書に定められている品質管理を実施していることが確認できる。 
□ 材料及び構成部品の品質及び形状について、設計図書等と適合が確認できる証明書等を整備していること

が確認できる。 
□ 材料の品質照合の結果が、品質保証書等（現物照合を含む）で確認でき、設計図書の仕様を満足している

ことが確認できる。 
□ 設備、機器の品質、機能及び性能が、成績等で確認でき、設計図書の仕様を満足していることが確認でき

る。 
□ ケーブル及び配管の接続などの作業が、施工計画書に記載された手順に沿って行われ、不具合が無いこと

が確認できる。 
□ 設備全体としての運転性能が所定の能力を満足していることが確認できる。 
□ 完成図書において、設備の機能並びに性能及び操作方法が容易に判別できる資料を整備していることが確

認できる。 
□ 完成図書において、単体品の製造年月日及び製造者が判別できる資料を整備していることが確認できる。

□ 設備全体及び各機器において、設計図書に規定した品質及び性能を工場試験記録により確認できる。 
□ 設備全体についての取扱説明書を工夫していることが確認できる。 
□ 完成図書で定期的な点検や交換を要する部品及び箇所を明示していることが確認できる。 
□ 設備の構造において、点検や消耗品の取替え作業が容易にできるよう工夫していることが確認できる。 
□ その他（                           ） 

  対象項目数  
評 価 数  

 
評価値        （   ）評価数合計 ／ （   ）対象項目数合計＝       ％ 

 
細目評価点  （ ・８０点A ・６５点B ・５０点C ） 

   ※ 品質関係の試験結果が規格値、試験基準を満足しいるかを確認する。 
   ※ 当該「評価対象事項」の内、対象項目外は削除する。 
   ※ 削除後の対象項目数が２項目以下の場合はB評価とする。 
  ※ 該当項目が８０％以上確認できる場合・・・・・・・・・・・・（８０点）A 
  ※ 該当項目が６０％以上～８０％確認できる場合・・・・・・・・（６５点）B 
   ※ 該当項目が６０％未満確認できる場合・・・・・・・・・・・・（５０点）C 
   ※ 検査職員より文書にて改善指示を行った場合・・・・・・・・・（５０点）C評価とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


